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３ 調査結果の概要 

  
  
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

   
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

定 住 志 向 「住み続ける」「たぶん住み続ける」が７割 

【図１】 問９ これからもずっと港北区内に住み続けようと思っていますか（単一回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 

【図２】 問 10 （問 9で「住み続ける」、「たぶん住み続ける」と回答した方） 

          港北区内に住み続けようと思う理由（複数回答）（Ｎ＝711）（％） 

 

住み続ける理由 「交通が便利だから」「愛着を感じているから」「買い物に便利だから」の順 

住み続ける

27.2

たぶん

住み続ける
43.9

移転する

7.0

たぶん移転する

7.8

わからない

14.1

 

67.9

61.6

48.5

31.6

30.4

18.3

18.1

17.9

15.2

8.7

11.3

交通が便利だから

住んでいる場所に愛着を感じているから

買物に便利だから

緑や自然が多いから

治安がよいから

街並みなどの景観が良いから

病院が近くにあるから

地域の人間関係が良いから

公共施設が充実しているから

子育てや教育環境が良いから

その他
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33.7

33.5

29.9

26.9

23.4

21.9

20.9

13.6

13.1

10.2

10.2

6.1

防災

イベント情報

健康・衛生

施設情報

福祉

防犯

子育て・教育

自然・環境

商店街・歴史・観光

文化・芸能

地域活動・ボランティア情報

その他

「防災」「イベント」「健康・衛生」の順 

 

区 役 所 か ら の 情 報 「広報よこはま」から６割、「ホームページ」から３割 

33.8

31.2

17.6

17.4

13.5

12.5

10.0

9.0

7.6

5.9

23.7

道路や公園の管理

災害に強いまちづくり

子育て不安の軽減などの子育て支援

区役所からの広報などの情報提供

高齢者の見守り支援などの高齢者福祉

病気の予防や食の安全などの健康づくり、衛生管理

生涯学習などの区民の活動支援

区内各所でのイベント開催などの魅力づくり

町内会・自治会などの地域活動支援

障害者の生活支援などの障害者福祉

その他

区で充実させてほしい業務 「道路や公園の管理」「災害に強いまちづくり」「子育て支援」の順 

【図３】 問 11 区役所の窓口サービス以外の業務で今後より充実させてほしいと思う業務（３つまで回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 

【図４】 問 12 区役所の情報を主に何から得ていますか（３つまで回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 

【図５】 問 13 区役所からの広報で知りたい内容は何ですか（３つまで回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 

広 報 で 知 り た い 情 報 

60.5

33.5

21.8

15.5

13.4

8.0

2.3

2.2

1.5

広報よこはま

港北区役所ホームページ

区役所が発行するチラシ、リーフレットなど

タウン情報誌

知り合い・家族からの情報

その他

メールマガジン

ケーブルテレビ

港北区ツイッター
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28.7

28.0

24.6

20.8

14.0

12.3

8.2

6.8

6.1

3.4

加入方法がよく分からないから

町内会の活動がよく分からないから

加入する必要性を感じないから

加入して活動する時間がないから

マンション管理組合など別の組織に加入しているから

近所づきあいがわずらわしいから

必要とされる情報が得られないから

役員になるのが重荷だから

魅力ある活動をしていないから

会費が高いから

自 治 会 ・ 町 内 会 の 加 入 「加入している」が５割強 

自治会・町内会の未加入理由 「方法がよくわからない」「活動がよく分からない」「必要性を感じない」の順 

はい

55.2
いいえ

29.3

分からない

15.5

【図７】 問 15 (問 14で「いいえ」と答えた方）それはどのような理由からですか（３つまで回答）（Ｎ＝293）（％） 

【図６】 問 14 自治会・町内会に加入していますか（単一回答）（Ｎ＝1000）（％） 
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20.1

17.1

15.5

14.5

12.7

12.3

10.3

9.4

0.6

42.4

文化・芸術活動

スポーツ活動

防災・災害救援に関する活動

まちの美化活動

緑化・環境整備活動

資源回収やリサイクル活動

福祉に関する活動

防犯・安全に関する活動

その他

特にない

参 加 し た い 地 域 活 動 「文化・芸術活動」「スポーツ活動」の順 

過 去 の 地 域 活 動 「参加したことがない」が６割強 

14.3

12.2

10.4

9.1

8.0

6.0

3.8

2.8

2.0

63.4

資源回収やリサイクル活動

防災・災害救援に関する活動

まちの美化活動

スポーツ活動

防犯・安全に関する活動

文化・芸術活動

福祉に関する活動

緑化・環境整備活動

その他

特にない

 

 

【図８】 問 16  参加したことがある、地域の皆さんと行う活動･ボランティア活動をお選びください（過去３年以内） 

（複数回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 

【図９】 問 17 今後参加してみたいと思う、地域の皆さんと行う活動･ボランティア活動をお選びください 

（３つまで回答）（Ｎ＝1000）（％） 
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43.7

31.4

26.2

19.0

14.5

9.2

8.0

4.7

2.3

17.7

近所の知り合い･ 友人

仕事での知り合い･ 友人

それ以外の知り合い・友人

趣味やお稽古ごとでの知り合い･ 友人

区役所

地域ケアプラザなどの公的機関

自治会･ 町内会

民生委員･ 児童委員

その他

家族・親戚以外で相談したい人はいない

よく声を

かける

32.8

たまに声を

かける

43.1

あまり声を

かけない

16.8

まったく声を

かけない

7.3

いる

16.5

どちらかといえば

いる

23.9

どちらかといえば

いない

27.2

いない

32.4

近 所 へ の 声か け 「よく声をかける」「たまに声をかける」が８割弱 

近 所 へ の 相 談 近所に相談できる人が「いる」「どちらかといえばいる」が４割 

相 談 相 手 「近所の知り合い・友人」「仕事での知り合い・友人」の順 

【図 11】 問 19 身のまわりのことで、ちょっと困ったことがあった場合、家族･親戚以外に近所に相談できる人がいますか 

（単一回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 

【図 10】 問 18 近所の人に対し、あいさつなどで声をかけることがありますか（単一回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 

【図 12】 問 20 身のまわりのことでちょっと困ったことがあった場合、家族・親戚以外で、 

相談するまたは相談できると良いと思う相手をお選びください（３つまで回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 



12 
 

 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相談に乗ったり、

時々子どもを預かる

など、できる範囲で

協力したい

17.9

今は協力できない

が、

いずれ協力したい

20.8

あまり協力する

ことはできないが、

気にかけるようにし

たい

41.0

子育ては家庭内

の問題なので、

関わりたくない

18.0

その他

2.3

子育て支援サービスの認知度 「初めて聞いた」がそれぞれ多い 

地 域 の 子 育 て 「協力したい」「いずれ協力したい」「気にかけるようにしたい」が約８割 

【図 13】  問 21 地域の子育てに協力したいと思いますか（単一回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 

1.8

3.1

2.7

4.2

3.8

3.5

17.4

12.0

14.4

76.6

81.1

79.4

( ア) 横浜子育てサポートシステム

( イ) 地域子育て支援拠点「どろっぷ」

( ウ) 保育園での子育て支援事業

利用したことがある

利用したことはないが、機能や支援内容について知っている

利用したことはないが、名前は知っている

初めて聞いた

【図 14】 問 22 港北区で行われている子育て支援サービスのうち、次の（ア）～（ウ）についてどれくらいご存知でしたか 

（単一回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 

（ア）横浜子育てサポートシステム 
「子どもを預かってほしい人」が利用会員として、「子どもを預かる人」が提供会員として登録し、会員相互の 
信頼関係のもとに、子どもの預け、預かりを行うシステムです。 

 
（イ）地域子育て支援拠点 

就学前の子どもと保護者が遊び、交流するスペースの提供、子育て相談、子育て情報の提供などを行う施設です。 
 
（ウ）保育園での子育て支援事業 

保育園に通っていない親子でも利用できる子育ての相談や園庭の開放などを実施しています。 
 
 

≪参考≫ 
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20.0

19.2

16.3

9.8

5.1

3.3

18.6

7.4

0.3

警察に連絡する

区役所（福祉保健センター）や児童相談所などに連絡する

よこはま子ども虐待ホットラインに連絡する

隣近所や知り合いに相談する

その子に声をかけたり、保護者に声をかける

民生委員や児童委員に連絡する

どうしてよいか分からない

特に何もしない

その他

よこはま子ども虐待ホットライン 「初めて聞いた」が約７割 

児童虐待への対応 行政機関への連絡が５割強、「どうしてよいか分からない」が約２割 

児童虐待対応での不安 「虐待が余計にひどくなるのではないか」など様々な回答 

34.8

33.0

28.6

26.5

20.6

19.0

15.6

2.2

虐待が余計にひどくなるのではないか

すぐに対応してもらえないのではないか

自分が相談したことが分かり、責められるのではないか

虐待ではなく、しつけの範囲なのではないか

事細かに事情を聴かれ、面倒ではないか

親が逮捕されたり、子どもが施設に送られるなど大事に至

るのではないか

特に不安は感じない

その他

 
【図 17】 問 25 児童虐待が疑われる児童に気づき対応をとる場合に、不安に感じることは何ですか 

（３つまで回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 

【図 16】 問 24 児童虐待が疑われる児童に気が付いた場合、どのような対応をとりますか（単一回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 

図 15 （問 23） 「よこはま子ども虐待ホットライン」（児童虐待の通報・相談窓口）について知っていることをお選びください 

（複数回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 26.3

8.3

8.1

3.6

0.3

66.0

名前は聞いたことがある

２４時間受け付けている

ご自身でも周りの方でも、匿名で相談できる

電話番号

その他

初めて聞いた
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58.7

55.8

45.8

33.8

9.8

7.0

3.0

防犯カメラの設置

夜間の防犯パトロール

登下校時の見守り

犯罪発生状況の地域での共有

防犯に関する勉強会

のぼり旗や防犯ポスターの掲出による注意喚起

その他

64.3

58.6

34.5

31.3

14.4

9.9

3.8

2.3

警察や区役所などのパトロールカーによるパトロール

防犯灯の設置推進

広報よこはまやホームページによる情報提供

学校・保育園等での防犯教室の実施

街頭キャンペーンなどの啓発活動

防犯に関する講演会・講習会の開催

防犯活動を支援するための物品等（のぼり旗やポスターなど）の支給

その他

地 域 で 取 り 組 む 防 犯 「防犯カメラの設置」「夜間の防犯パトロール」の順 

「パトロール」「防犯灯の設置推進」の順 

 

 

【図 18】 問 26 地域で取り組む防犯活動として、あなたが必要だと思うことをお選びください 

（３つまで回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 

【図 19】問 27  必要だと思う行政（区役所、警察など）の防犯支援策をお選びください 

（３つまで回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 

行 政 の 防 犯 支 援 策 
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59.4

54.3

42.2

33.8

27.1

13.3

1.8

食料品の備蓄や家具の固定などの家庭での取組

帰宅や避難の経路、家族との連絡方法の確認

避難場所が分かる防災マップの配布など、行政の啓発活動

いざという時に助け合える住民同士の連携、つながり

医療機関や企業と行政との協力体制の強化

地域防災拠点訓練や防災訓練など、日ごろの訓練

その他

50.3

42.6

40.6

10.5

1.9

26.2

３日分の飲料水、食料品の備蓄

家族との連絡方法の確認

避難場所（地域防災拠点など）の確認

地域の防災訓練などへの参加

その他

特に何もしていない

災害への準備 「飲料水、食料品の備蓄」「家族との連絡方法の確認」「避難場所の確認」の順 

防災対策で重要と感じたこと 「家庭での取組」「連絡方法の確認」「行政の啓発活動」の順 

【図 20】 問 28 災害に備えてどのようなことを準備していますか（複数回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 

【図 21】 問 29 東日本大震災を教訓に、あなたが防災対策として、特に重要だと感じたことをお選びください 

（３つまで回答） （Ｎ＝1000）（％） 
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14.8

15.5

16.4

14.0

14.7

18.5

38.1

33.2

41.8

36.9

35.9

39.6

26.5

28.9

23.4

28.8

31.3

25.5

20.6

22.4

18.4

20.3

18.1

16.4

（ア）鶴見川や緑地・緑道など自然を楽しむイベント

（イ）工業製品の製造現場や職人技が見られるまちの工場見学

（ウ）歴史的な建造物や史跡の見学会

（エ）地域の特色を生かしたお祭り

（オ）音楽祭などの文化芸術イベント

（カ）港北の農産物や商店街グルメを楽しむツアー

行きたい まあ行きたい どちらともいえない あまり興味がない

よい

5.3

まあよい

20.4

どちらとも

いえない 41.1

あまりよくない

26.0

よくない

7.2

環境変化への評価 「どちらともいえない」など様々な回答 

地 域 環 境 の 変 化 「マンション、戸建て住宅などが増えた」が５割弱 

参加したいイベント それぞれのイベントに「行きたい」「まあ行きたい」が概ね約半数以上 

48.7

24.0

18.9

16.9

16.2

10.8

8.9

2.7

1.2

5.7

26.5

マンション、戸建住宅などが増えた

大きな商業施設（大型スーパーなど）ができた

宅地がこれまでよりも細かく分譲された

商店などの小売店が減った

農地や緑地が減った

企業や工場が減った

空き住宅、空き店舗が増えた

商店などの小売店が増えた

企業や工場が増えた

その他

特に変化は感じない

【図 22】 問 30 あなたの住んでいる地域について、ここ 4～5年の間に周辺の環境が変わったと感じることは何ですか 

（複数回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 

【図 23】 問 31 （問 30で「特に変化は感じない」と答えた方以外）その変化について、どう思いますか 

（単一回答）（Ｎ＝735）（％） 

 

【図 24】 問 32  区の魅力を知るイベントが開かれた場合、行ってみたいと思いますか（各単一回答）（Ｎ＝1000）（％） 

 


